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【別表】 

2004 年度運用基準表 装具・用具・器具、着用・使用区分（関東地区）   
 

【注】 1. この運用基準表記載対象外は「公式規則書」の記載通りの運用である。 

 2. ★アンダーライン ：今年度の公式規則変更及び運用変更 

☆ ：運用基準についての補足（公式規則の追加、変更ではない。） 

 

 （a）公式規則の変更および運用変更 （b）公式規則の内容説明／補足 （c）公式規則の内容徹底／遵守 （d）試合運用上の徹底事項 

ユニフォーム 

（他の身につける 

 衣類含む） 

★攻撃側の１名のインテリア・ラインマ

ンがつけた一枚の水分を吸収する無地の

白いタオル。他のプレーヤーがベルトの

前面および側面につけた水分を吸収する

無地の白いタオル。 

☆ タオルについて水分を吸収する物と
定義し、装着の範囲を側面まで広げ

た。 

☆ 用具装具全般として「正当な装具を着
用していない」あるいは「不正な装具

を着用している」プレーヤーがいた場

合、チーム・タイムアウトが課せられ

る。 

 

☆ チーム創立に関わる記念章の取り付
けは、大きさ（16 平方ｲﾝﾁ（約 10.3

平方 cm）以下）・デザインを予め主管

競技団体に提出し、承認を得ること。

☆ ジャージーの番号にはどのような縁 

取りをつけてもよいが、チームの全て

のプレーヤーは同一デザインで、番号

がはっきりと見分けられなければな 

  らない。 

☆プレーヤーまたは関係者が死亡したり 

重大な傷害・疾病の場合には、その個人

の番号、名前またはイニシャルを直径 

1.5 ｲﾝﾁ(約 38mm)以内の標章として、一

つだけユニフォームまたはヘルメット 

につけてもよい。 

☆プロ･リーグのロゴを禁止する。 

 

☆次の 2 点以外のものを装着してはなら

ない。 

 1.ユニフォームに付けたタオル。 

攻撃側の１名のインテリア・ラインマ

ンは１枚の水分を吸収する無地の白い

タオル(大きさの制限なし)をつけてよ

い。他のプレーヤーはベルトの前面お

よび側面の位置に4インチ×12インチ

（10ｃｍ×30ｃｍ）の１人につき１枚

の水分を吸収する無地の白いタオルを

つけてよい。 

      ☆社会人協会関東地区全チーム  

     X ﾘｰｸﾞ所定のタオルを使用する。 

2．寒い天候のときのハンド・ウォーマ 

☆以下の物は装着してはならない 

ボールや相手に対しての付着効果を向

上させるジャージー、アンダーシャツ

および腕のカバーやパッドの外面部 

ジャージー   ☆ 試合中、相手を惑わせるため、番号を
変えてはならない。（15 ヤード、ひど

い者は資格没収） 

☆ 破れた(裂けた)ジャージーは着用で
きない。着替はチームエリアにて行う

☆ テープを巻いてはならない。 

☆ 袖口に裂け目を入れる等の改造をし
てはならない。 

☆ ジャージーはパンツの下にしまえる
だけの充分な長さが必要であり、絶え

ずパンツの下にしまっておく必要が

ある(1999 年より適用)。 

☆ 白いジャージーには、脇の縫い目に最
大 4インチ（10 ㎝）幅のカラーが使用

できる。また、カラーのジャージーに

白色を使用する場合は、プレーヤーの

番号、番号の縁取り、プレーヤー名、

チーム名、袖のストライプ、縁取り、

脇の縫い目の一本線、標章のみに使

用。(2000 年より適用)。 

☆ 破れた（裂けた）ジャージーの交換
は、予め用意した同一の番号のジャー

ジーが望ましい。やむを得ない場合

は、控選手のジャージーとの交換は可

とする。 

1.レフリーに申告し、承認を得ること。 

2.レフリーは相手チームに伝達すると共 

 に記録員、あるいは場内にアナウンス

することが望ましい。 

☆ 破れた（裂けた）ジャージーをテープ
等で補修することは不可とする。 

☆ プレーの結果ジャージーがパンツか
ら出たプレーヤーは、速やかに元に戻

すこと。 



 
 （a）公式規則の変更および運用変更 （b）公式規則の内容説明／補足 （c）公式規則の内容徹底／遵守 （d）試合運用上の徹底事項 

パンツ   ☆ 同一チームのプレーヤーは、同じカラ
ーで同じデザインのパンツを着用し

なければならない。同じチームで線が

入ったり無かったりすることは許さ

れない。 

☆ 裾に裂け目を入れる等の改造をして
はならない。 

☆ 膝はどんな状態でも完全に覆われて
いること。 

☆ 膝を覆っていないパンツにサポータ
ー等を着装しても認めない。 

マウスピース、 

グローブやパッド類 

★グローブとは、手をぴったりと覆うも

ので、それぞれの指の部分が分離されて

おり、それぞれの指を完全に覆っている

もので、かつ指と指のあいだを連結させ

る余分なものがついていないものをい

う。 

☆従来までの指の部分が分離されている

という規定に加え、指と指を連結させる

余分なものをつけることが禁止となっ

た。 

☆ 尾てい骨を保護するヒップパッドを
着装する事。改造をしてはならない。

☆ パンツ内に着装のニーパッド。 

☆ マウスピースはすべての上顎歯を覆
っていなければならない(奥を切って

はならない)。 

☆ グローブのミトンタイプは禁止 

☆ヒップパッドはジャージの下に完全に 

覆われており外に露出していないこ

と。 

☆ 相手のジャージーの色と類似したグロ

ーブや手のパッドを使用してはならな

い。（故意かどうかを問わない） 

☆ ゴム付軍手は使用可。 

ヘルメット、 

 フェイス・マスク 

  ☆ ヘルメットのデザインは同一である
こと。 

☆ 全ての留め金を留める事。 

☆ フェイス・マスクは同一色であるこ
と。 

☆ 番号をヘルメットに付ける場合は全
員同じ場所に同じカラーで付けるこ

ととする。アワードシールは対象とし

ない。 

アイ・シールド   ☆カラーのアイ・シールドは禁止。但し

眼科医の証明がある申請書（チーム責

任者、トレーナーの責任者、20 歳未満

の場合は両親または保護者の押印が必

要）があればカラーでも使用できる。

☆ 申請書は試合前日までに各競技団体の 

事務局へ提出し、コピーを試合場へ持

参すること。 

ニーブレス及び 

 アンクルブレス 

  ☆ パンツ・ソックス・テープ等で完全に
覆うこと。ヒンジ等硬い部位を露出さ

せない。ヒンジ等と身体の隙間を見せ

ない。 

 

ソックス及び 

足を覆う物 

 ☆ 全ての選手は色､デザイン及び長さが

同一の、見た目にわかるソックスまた

は脚部を覆うものを着用しなければな

らない。(例外：負傷部の保護あるいは

負傷の予防のための改造がされてない

ニーブレス、テープ、及びバンデージ。

素足のキッカー) 

☆ ソックスがプレーの結果ルーズになっ

ても不正な装具とはしない。 

☆ ソックスを折り返して着用する場合で

も全員が同じように折り返して同一デ

ザインで同一長であることが必要。 

☆ スパッツを着用する場合には、プレー

ヤー全員が着用し同一色、同一デザイ

ンであること。 

(ソックスで完全に隠れる場合を除く) 

☆ プレーの結果ソックスがルーズ等にな

ったプレーヤーは速やかに元に戻すこ

と。 

バンダナ等  ☆ フィールド･オブ･プレーおよびエンド 

  ゾーンで、プレーヤーは外部から見え 

  るバンダナを使用してはならない。 

なお、規則の対象は、バンダナに限定さ

れるが、試合における整然とした端正な

ユニフォーム、装具の着用のため、安全

性の理由以外で、選手が頭部に鉢巻き、

タオル、手ぬぐい等をフィールド（チー

ムエリアを含む）で着用しないことを、

各チームに強く要請する。 
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 （a）公式規則の変更および運用変更 （b）公式規則の内容説明／補足 （c）公式規則の内容徹底／遵守 （d）試合運用上の徹底事項 

通信手段等  ☆ スポッター席については、 
1. プレスボックス内あるいは 

2. 両 25YD 間でスタジアムの 

 最上段まで延長した範囲 

 内のスタンドに設置する 

 ことが望ましい。 

 ローカルグラウンド等につい 

 ては、主管競技団体の運用 

 規定等に従うこと。 

 （従来通り） 

☆ 無線装置を使用したフィールド上の
プレーヤーとの交信は不可。 

☆ 次の機器の使用は可とする。 
(チームエリアとスポッター席間) 

1. ヘッドホン 

2. 無線装置(トランシーバー) 

☆ 次の機器のコーチングを目的とした
使用は不可。 

3. TV 再生装置、モニター設備 

4. ビデオ・ビデオカメラ・カメラ・

 ポラロイドカメラ（チームエリア

 外で撮影したポラロイド写真の 

 持ち込みを含む） 

 ・映画・FAX・電話（携帯含む） 

5. 文書（絵図を含む）伝送機器 

6. コンピュータ 

☆ 次の機器のチームエリアでの使用は
不可。 

7. カメラ（TV 含む全てのもの）・ 

 拡声器・メガホン・マイク 

 （商業・電波放送を目的とし 

  たものも含む） 

※左記 1.2 は、 

 使用可能を規定したものである。 

 電源の使用については、主管競技 

 団体の運用規定に従うこと。 

 

☆ 次のものは、チームエリアには入れな

い。 

(カメラ等の使用・取材の禁止) 

1. チームカメラマン 

 （ウーマン） 

2. 校内・社内新聞等広報担当者 

3. 学外・社外広報委託者 

主管競技団体の運用規定等に従うこ

と。 

その他  ☆ ボール乾燥機器類をサイドラインの
近くおよびチームエリアで使用する

ことは禁止された。 

☆ プレーヤー、交代選手、及び試合関係
者（例：コーチ、トレーナー、マネー

ジャー、審判員）は、審判員が任務を

開始してからレフリーが試合の終了

を宣告するまで、フィールドでたばこ

製品（噛みタバコ）を使用してはなら

ない。 

☆社会人協会関東地区の試合ではフィー

ルドゴール時のキッキングティーの

使用を禁止（P.A.T.を含む)する。 

☆ X1 に限っては協会が用意した試合球
を用いる 

☆ チームエリア等の遵守 
1. コーチはコーチング・ライン（サ

   イドラインから２ヤード外側）まで 

   2. 選手（ユニフォームを着用してい

   る者）はリミット・ライン 

（サイドラインから 4 ヤード外側）

まで 

☆ チーム・タイムアウト以外、第１、２
Ｑ，第３、４Ｑのインターバル時も水

の補給は可とする。 

☆ チームエリアに入ることができるの
は、必要なすべての装具を着用した選

手と、試合に直接関係のある最大６０

名までのチーム関係者となった。 

☆ ユニフォームのデザインを変更する
際には事前に学生連盟及び社会人協

会各事務局にデザイン案を提出して

関東審判部にデザインが公式規則に

抵触していないかを確認し、連盟ある

いは協会の了解を得ること。 

☆ フィールドの周囲 
主管競技団体の運用規定に従うこ

と。特に、 

1. ボールパーソン及びスコアラー

はチームエリアを出てもよいが、プレ

ーヤーに対する声援及びコーチを行

ってはならない。 

2. 次の試合のチームはフィールド

の周囲で試合の邪魔にならない練習

を行っても良いが、小声のタイミン

グ・コール以外の声を出してはならな

い。また、ホイッスルの使用は不可と

する。 

☆ 荒天時、荒天が予想される時のボール 
1. 合成皮革のボールはゴムボール

と同じ扱いとする。 

2. 皮ボールとゴムボールを併用す

る場合、試合前の検査にそれぞれ６個

まで出すことができる。 

☆ チームエリアに入ることができるチ
ーム関係者は、役員証や選手証で対応

する。 
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